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犁拳方 注 並 びに分離培養に於て 出現 した 集落數 か ら推 定 して ，釀逾 i「關與す る主要 黴 は
，
4sR，　group で 磨る と

考える．

　〔2〕 分離された AsP ．　group の 培 養的並 び に 顧微鏡的觀察 よ り し て 2株 は AsP．　or ）
・eae 　group （A 一ユ，　 A −2）

で 他 の 1株 は AsP．　candidus 　group （A −3） と考 え られ る．

　〔3〕 蛋 白質分解力及 び 澱粳分解力

　L
般 に翻 伏菌 の 蛋 白 分解力 と澱粳分解力 とは 相反す る もの で あ る と云 わ れ て い るが大徳寺納豆 よ り分離 された

A −1 及 び A −3 は兩 者共 に 強力な る こ と を 認 め た．蛋 白分 解力試驗 の 結 果 は作 用基 質 に 依 り相反す る 様な結果も

現れ た が ，

一
應松島氏 の 設η に 從 っ た．

　比 較試驗の 結果は 昧噌專用の 丸黐もや し よ り蛋 白質分解力に 於 て は稍優 り， 澱粉分解力に 於 て は 非常に 優 つ て

い る の で ， 大熄寺納豆 よ り分離 し た菌 株 を昧 噛醸 造用 と して 利 用 し得 る可 能性 の あ る こ と を 認 め た．

　夊綜合糖化力に 於 て A −1 及び A −3 が ， NI −A （asP ．　 awamari 　vaT ．　f” meus ）よ り 優 る結果となつ た が ， 此 の

點 は 今後 の 研究に 任 せ 度い と 考える ．倫酵素力の 試驗に 於 て は 比較菌株が少い 爲不備 の 點が有るが目下臉討中で

あ る．　　
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　　　　　約

　（1） 大豆 と小 麥 を原 料 と し て 露 天醸造に 依 り製造され る大徳寺納豆 の 醸造 に 匿興す る黴 を檢索 し ， 主要 黴は 2

株 の AsPergiUus　 orJ2ae なる 事 を認 め た．

　｛2〕 大徳寺納豆 よ b分離され た 2 株の Asp ．　oryaae 及び 1 株の Asp．　eandidus は 他 の AsPergMus 屬 に比

較 して ， 蛋白質 並 び に 澱粉 の 分解力に 於て 共に 非常に 強力で ，こ れ を昧嚼驤迭 に 應用 し得 る可 能性 を認 め た．

　終 りに 御指導 を 戴 い た 中 嶋巖講師 に 深 謝 す る と共 に，騎 株 を分 譲 下 さ れ た 長尾 研 究 所 椿啓 介兵 並 び に 醗 逍 法の

試料を提供下 され た 來光寺繭森宗 碩 師 に 謝 意 を 表 し ます．
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放線菌の 生産す る抗生物質 に關する研 究 （第 2報）

蔬菓軟 腐病に勢 す る抗生 物質 の 影饗 に 就 て

辰 己 忠 次 ・宮 浦 昵 郎 （溟速 大學農學部農藝化學歡 室 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　言

　著者等 は 放線菌 の 生産す る 抗 生 物質 と そ の 植物病防 除 へ の 應 用 に 關 し て 研究 を行 つ て 來た．第1 報 D
に 於て 有

敷放線菌を分離 し ， そ の 生産抗生物質 に 就て 述 べ た が ， 本報 に於て は既知放線菌抗生物質及 び その 他 の 抗生物質

の 蔬菓軟腐病菌に 饗する作用に就 て 2 ， 3 の 蔬菓を使用して 實驗 した結果を述べ る．實驗に 使用 した抗生物質 は

Streptomycin 　H2SO4 鹽，　 Chloramphenicel ，　Chlortetracycline　HC1 鹽，　 Oxytetracyclineg 　Penicillin　G −

K鹽及 び A −6 物質 HCI 鹽 で ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賓　驗　 の 　部

　先づ 上記各種抗生物質 の 培地上 に 於 け る蔬茱嗽腐病菌に對 す る抗菌力 を 傾斜寒天法 り に よ つ て 肉汁培地 を使用

して 測定 し Table 　1 に 示す如 き結果 を得 た ．

　弐 に 植物體 に 於け る作用 と し て 軟腐病に 感染せ しめ た蔬菓の 發病に 翼する抗生物質 の 作用 に就 て 賢瞼 した．實

驗方 法 は 第 1報 と同様 で ある．皀口ち ペ ト リ皿 中に 適當 に 濕せ る濾紙 を敷き， そ の 上 に 豫 め 酒精 に て 輕 く殺菌した

俊驗植物體を置 く．こ の 植物 切 片の 申央に病源菌 の 生 理 的食鹽zk懸濁液 を 1 白金 耳接種 し ， 30℃ 1こ12〜24時間放

羃する と發病す る．拉生物聟は病源箘接種 の 前後に
一

定濃度 の 溶液中に 試料 切片を 渥 し短 時 間後取出し輕くぬ く
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　　　　　　Comparison 　of　the 　growth 　inh｛bitingTab！e　1．
a6tivitieg 　of 　vario

’
us 　antibiotics 　dh　B ．　cartitovorus

’
　 the 　 bouillon　 a　 ar 　 medium

Antibiotics

＄treptomycin
ド

Chlora  phenicol．

Chlortetracycline
Oxytetracycline

Penicillin　 G

A ＝ 6
．
Substa ロ ce

聴

Inhibiti・ n 　con ・entrati ・ n （r！c ・）

6 ．42
．4

．2．75

，01
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轗 Antibiotic　from 　Ar6　 strain

　author
，

s　laboratory1）

　　　　　　　　　　Table 　2．

isolated　in

A 距tlbacterial 　 effect 　 upon 　the 　seft 　rot 　of

（365 ）
　　　b

つ て か ら
’
卦 リ皿 に入れ る．

　第 1 に 大根 を試 料 と し そ の 根部 を充分洗滌し て か

ら 5mm 位 の 厚 さに 輪切 と し て 使用 した．・そ の 結果

は Table 　2愈 ｝こ示す如 くで ある．

　上記結果から Streptomycip
，
　Peniciilile　et全 く

敷果 を示 さず ， 他 の 4者 は よく敷果 を 認め 得られ特

に Oxytetracycline ，　A −6 物質 の 敷果 は 著 しい ．3ζ

抗生 黝質は病源菌接種前｝こ與 え た 方 が よ り良好 な結

果 を 得た．尚 Chlortetracychne
，
　Oxytetracy 　cline

は IOOO　rlcc で 切片に變色 させ る よ 5で ある。
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．
Ahtibiotic8
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　　　　　　Table　4．　 Antibacterial　 effect 　 upon

　　　　　　　　the 　soft 　rot 　of 　Chiコ ese 　 cabbage

AntibioticsCDncentration　　　　　of

ant ｛b量otics 　71ccTest

　for（hr．）
24172

Streptomycin 00011
±
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1
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Table 　5．　 Antibacterial　 effect 　 upon

　 　 　 　 　the 　soft 　 rot 　of 　 onion

Antibiotics

Streptomycin

Chlormphen量col

Ch 置ottetracycline

Oxytetracycline

Penicillin　G

A −6Substance

ContrQI 　 I

Control 　II

Co 皿 centratlon

　 　 　 of

antibiotics γ1cc
120t20120

ユ20120

脚

Test　for
14　day3

冊

柵

＋

丗

柵

Control 　 II　 not 　inoculated

　第 2 に 人參を使用 した結果は Table3 に 示 す 如 くで あ

る．大根 の 實驗結 果か ら考察して 抗生物質は病源菌接狸

の 3 時間翩 に投與 した．結果は 大根 の場 合 と殆 ど同 じで ，

Oxytetracycline ，　A −6 物質 に 於て 最 大 の 敷果 を示 し ，

又その 力價 は 4 日を經 て も殆 ど變化 し なか つ た．

　第 3に 白菓を使用 した．試料は 白茱の 葉脈の根元 の 部

分 を使 い ， そ の 中央｝＝　5　mrr ．位 の 切 傷を入れ象
こ の 傷よ

り抗生物質の 滲透及び病源菌の 接種を行つ た．その 結果

は Table 　4 に示す如 く入參と大差ない よ 5で あ る．

　次 に 玉葱の 鱗莖部 を使用 し同 じ く抗生 物質 の 敷果を檢

した．即 ち徑 5cm 位 の 玉葱に 抗生 物質 0．1cc （γ！cc 濃

度） を 中央部 に 注射 し，48時 間 室 温に 放置後異歌 の 無 い

こ と を確認した 後 に 肉汁培地 に24時閲培養 の 軟腐病菌液 O．1ccを同 じ く注 射に よっ て 接種 し ， 20℃ に14 日 聞放 置

した ．然 る 後中央 よ り縦に切 斷 し斷面 の 腐敗駄態 を觀察 した．そ の 結 果は Table　5 に 示 す如 くで あ る．

　剛 ち Chlorarnphenicol
，　A −6 物質 は 完 全 に その 放果 を 示 す力釉 は 全 く認め られない ．王 葱に 就 い て は 發芽促

進作用 も認 め られ る の で 更に 詳細な る研究 も繼績 して い る．

　次 に 供試抗生物質 の 植物に 對す る 藥害作用に 就て 20N大根幼植物 を 使用 して Knop 改 變液 3） で 水耕 し ， その

水耕液 中 に抗生物質を 加え檢討 した．數 日間覯察 の 結果は 500γ1cc以下の 濃度 で は植物體に は全 く害作用 は 認め

なか つ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　　　　　約

　上記 實 瞼結果 を見ると培地上 の 抗菌力 と植物體に於け る抗菌力に 大 きな差の ある こ とが判 つ た ．こ れ に 關して

は 抗生物質 の 作用 の 差 に よ る もの と考えられる．翩ち pH の 影響， 植物體内へ の 滲透 ， 植物内の 作用阻害物質の

存 在等 で ある．更 に 長期 間 の 使用に 於 て は 抗生物質 の 安定 性 等 も重要な因 子 と なつ て 來 る と思われる．

　本報告 を璽約する と｛1）B ．carotOtvrus に 饗す る數種の 抗性物質の 作用は 培地 上 で は A −6物質 ，
　 Penicillin　G

の 抗菌力が 最高で あ る．C2｝大楓 人參 ， 白榮 ， 玉葱等 の 蔬菜上 に 於け る B．　carotevorus に 對 ナる作用は A −6

物質 　Chloramphenicol ，　Chlortetracyline，　Oxytetracylipe が 抗菌力 を示 し ，
　A −6物 質 が 最高で あ る．

St「 eptomycin
，　Penicillin　G は抗菌力を示 さない ．

　本報皆は昭和 29年 4 月農藝化學大會で 發表 し た．
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（第 5報）　清酒火 落菌の ア ミ ノ 酸 要求 に 就 て

寺 本四 郎 。橋 田　度 ・安 田 楽八 郎 （大 阪大 學工 學部醸酵工 學 教 室 ）

緒 君

　ア ミ ノ 酸 と清酒火落菌の 發育との 關聯性 に就 て は ， 大谷氏
り

は 加水清 酒 を基本培 蟇基 とす る時 に 13踵の ア ミ ノ

酸 と 2 種 の peptide に 就 て の 試驗を行 い ，塚原氏 et 　a 工
2， は 眞性火落菌を剿象 とす る時 の ア ミ ノ 酸 の 必嬰性に

就て 述 べ て い る．寺本，僑田
3）は ビ タ ミ ン 類を加えた 活性規處理清酒 に ア ミ ノ 酸 を 夫 々 1 種宛 加 えた 培瀁基 で そ

の 發育を し らべ
， こ れ か ら個 ft の ア ミ ノ 酸 の 効果 を檢討した ，

本軸 謙 て に T101〜T108 號朗 の 合鵬 聾
4’ を恥 ・繊 の 2噸 の ア ミ ノ 1　 t：utてその 個 々 の 螻 髄
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